
　授業後の研究会には「学力向上検討委員会」のメンバーに加え東部中学校の先
生にも参加していただけました。参加者からは「小学校であんなにやりとりをして
いる姿に驚いています。ぜひ、あの姿を中学校にも引き継いでいけたらと感じまし
た。間違ってもいいから、しゃべれる雰囲気があるということや、わからないって
言ってもいいんだと感じている子どもの姿が良かったと思います。」「子どもたち
が自分の課題に応じた活動にサッと入っていけるのは素晴らしいと感じました。
また、2人の児童が準備されたスプリッタを使って同じ録音を一緒に聞き直して確
認している姿も良かったです。」といった感想が寄せられました。
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一番の思い出を友だちと英語で会話をしてみよう
前時には「小学校生活での１番の思い出について英語で友だちに伝え合うことに挑戦しました。 
前時のリフレクションの中でスムーズに友だちとの会話ができたと感じた子どもが多くいた反面、表現方法や質問する
フォームがよくわからなかったとか、発音や読み方がわからなかったといった感想を持った子もいました。 
本時では自分の課題に沿って学習を進め友だちとの会話に挑戦していきます。（昨年度１月取材）

小学校　６年生　外国語　「My Best Memory」

伊那東小学校　内田宏子先生とKawanza.D.Wallace先生の授業を推進センターでまとめさせていただきました

間違えや失敗をなん度も繰り返すことで少しづつ向上していく

前時の振り返りを生かして子どもたちの活動が進んでいきます

学力向上検討委員会の公開授業は、気楽に語
り合える研究会です。ぜひ積極的に参加して
ください。

　伊那東小学校研究主任の北川先生が内田先生が前のUnitで取り組んだポスター
づくりの実践を「Teams」に投稿してくれました。子どもたちはクリエイティブ
な活動は大好きです。この実践に興味を持った他校の先生から「やり方を教え
て！」といった投稿がありました。

この授業アイディア素敵！ぜひ、教えてください！！①「今日の授業の前半は会話を楽しむために必要な準備をしましょう。」
「発音や読み方がわからなかったと思った人は『単語の発音』の確認をしま
しょう。お友だちに助けてもらったり先生たちもお手伝いしたりします
ね。」「友だちに尋ねる方法を知りたいと思った人は、ワークシートを使う
などして表現の確認をしましょう。」「会話を続けられたと感じた人はもう
ちょっと具体的な会話ができるように挑戦しましょう。」

今回の授業について伊那市内の先生方が
やりとりしたTeamsの一部です。全体の
やり取りは市内の先生はどなたでも見る
ことができます。

②「今日の授業流れ」はschoolTakt
で子どもたちに共有されています
（右 写真）。また、必要なワーク
シートやスプリッタなどは教室の前
に準備されているので自分のペース
に合わせて活用することができます
（左 写真）。

⑤2人で分かりにくい箇所を何度も再
生しながら聞き取りを行なっていま
す。スプリッタを使っているのでお
互いの疑問点が的確に共有されてい
ます。

③ALTのWallace先生と表現方法や
質問のフォームについてワークシー
トを活用しながら確認を行なってい
ます。

④内田先生から「さらに具体的な会
話を行なっていくためには、どのよ
うな工夫が必要か？」についてアド
バイスをもらっています。

⑥授業の後半です。前半で取り組ん
だことを生かして、友だちとの会話
に挑戦しています（左 写真）。 
本日の振り返りシートです。「前回
よりも、英語でのやりとりができる
ようになって楽しかった。質問し
あったり答えたりして会話っぽく
なった」といったが記述されていま
した（右 写真）。

Sample Name

　子どもたちは「絶滅危惧の動物た
ちを救うために今すぐ自分たちがで
きること」をテーマにCanvaを使っ
てこのポスターを制作しています。
また、自分の訴えたいことを英語で
録音しました。録音したファイルを
Google Driveに保存し、共有のた
めのリンクからQRコードを作って
ポスターに貼り付けています。 
　伊那東小の廊下に貼られたポス
ターのQRコードからポスターを作
成した児童が英語で話している音声
を聞き取ることができます。 
　実際に児童が録音したサンプルを
DB内に保存して聞くことができる
ようにしましたので下のQRコード
からアクセスしてみてください。


